
若年層の健康意識を高めるからだ改善健康づくり
事業を実施します。

大学と連携し、村の健康寿命の延伸の研究調査を
行います。

県民健康科学大学と健康づくり
の推進に関する協定締結

６2017. ４

新規事業　
３月定例会では、村長から29年度予算の概要説明がありました。 その中には、議会が今まで予算・決算特別委員会や常任委員会
で提出してきた改善要望事項が反映された事業も含まれました。 そのうちの新規事業を紹介します。

40歳未満対象の
健康づくり教室実施

現状の１人から、２９年度より、２人体制で小中学校
の英語教育の充実を図ります。

ALT（外国語指導助手）の
１人増員

ミニ鉄道の線路拡張を図るため、道路がある公園
南側法面の改修工事を行います。

ふるさと公園のミニ鉄道の線路
拡張のため、南側を改修工事

注目

教育

健康

施設
改修

健康



運転免許証自主返納者に補助金を支給します。

65歳以上で運転免許証の
自主返納者に補助金

7

しんとうむら

議会だより No.78

議会の要望が反映された

予算化しなかった要望

番外！！

ごみの減量化を推進するため分別
化を図ること。

アルミ缶を分別収集するには、資源
ごみとしてのアルミ缶の売却以上の
経費が必要となるため、現状のまま
広域の処分場に持ち込み、そこで売
却することが得策である。ただし、
今後も様々な方法を検討する。

村内保育園で病児・病後児保育事業の体調不良児
対応型が実施できるようにします。

保育園で
病児・病後児保育事業の実施

議会

村

ふるさと公園に
おむつ替えのスペース設置
ふるさと公園内のレストガーデンの一部におむつ替えスペース
を設置し、小さいお子様連れでも利用できるようにします。

３月定例会では、村長から29年度予算の概要説明がありました。 その中には、議会が今まで予算・決算特別委員会や常任委員会
で提出してきた改善要望事項が反映された事業も含まれました。 そのうちの新規事業を紹介します。

子育て

子育て

高齢者
福祉
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特別
会計

人事
案件

　

現
在
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
で
あ
る
野
本
誠
氏

が
、
本
年
3
月
31
日
付
で
辞
職
す
る
た
め
、
後
任
の
委
員
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で
す
。

（
任
期
：
平
成
29
年
4
月
1
日
～
30
年
３
月
31
日
）

　

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
は
選
挙
で
は
な
く
、
村
長
が

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
は
、

提
出
さ
れ
た
12
人
の
農
業
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
な
お
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農
業
委
員
会
に
よ

り
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

（
任
期
：
平
成
29
年
5
月
14
日
～
32
年
5
月
13
日
）

※
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
き
市
町

村
に
設
置
さ
れ
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に

関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
し
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

　
小
山
三
治 

氏

農
業
委
員
が
決
定

　
農
業
集
落
排
水
の
接
続
率
の
向
上
を

小山　三治 氏
（新井）

農
業
集
落

排
水
事
業

接
続
率
は
、
長
岡
地

区
が
83
％
、
広
馬
場

地
区
が
56
％
で
、
広
馬
場
地
区

の
接
続
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

事
業
を
健
全
経
営
す
る
た
め
に

も
、
接
続
率
を
上
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
公
共
マ
ス
を
設
置

し
た
ら
接
続
す
る
こ
と
が
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
す
か
。上

下
水
道
課
長　
接

続
同
意
に
基
づ
い
て

接
続
し
て
い
た
だ
く
の
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
接
続
費
用
も

か
か
る
こ
と
か
ら
進
ま
な
い
現

状
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
個
人

個
人
に
お
話
を
し
な
が
ら
、
接

続
率
が
上
が
る
よ
う
努
力
し
て

　

前
年
度
予
算
に
対
し
て
46
．
３
％
減
少
の
予
算
で
す
。
理
由
は
、

平
成
28
年
度
に
起
債
の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
た
め
の
大
幅
な
減
少

で
す
。
29
年
度
の
予
算
は
、
長
岡
、
広
馬
場
地
区
の
施
設
の
運
転
、

維
持
管
理
、
設
備
等
の
修
繕
や
更
新
工
事
、
新
規
加
入
の
公
共
マ

ス
設
置
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

1億7615万円

問答

い
き
ま
す
。条

例
で
も
接
続
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
広
馬
場
地
区
も
供
用

開
始
に
な
り
数
年
経
っ
て
い
ま

す
が
、
加
入
が
少
な
い
た
め
維

持
管
理
費
も
賄
え
て
い
ま
せ
ん
。

村
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

村
長　

条
例
に
は
、

接
続
す
る
義
務
が
書

い
て
あ
り
ま
す
。
広
馬
場
地
区

は
新
興
住
宅
地
も
多
く
、
住
宅

が
で
き
た
と
き
に
合
併
浄
化
槽

を
入
れ
て
お
り
、
相
当
な
費
用

が
か
か
る
た
め
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
い
る

と
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
お
願

い
と
協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

問答

髙
𣘺
　
英
明 

氏

（
長
岡
）

柳
岡
　
　
稔 

氏

（
山
子
田
）

浅
見
　
靖
雄 

氏

（
新
井
）

岩
田
　
　
勝 

氏

（
長
岡
）

森
田
　
　
博 
氏

（
山
子
田
）

小
川
　
博
之 

氏

（
広
馬
場
）

萩
原
　
清
己 

氏

（
新
井
）

一
倉
　
　
隆 

氏

（
広
馬
場
）

金
井
　
　
徹 

氏

（
広
馬
場
）

松
下
　
　
好 

氏

（
新
井
）

富
澤
　
繁
徳 

氏

（
広
馬
場
）

伊
与
久
強
志 
氏

（
広
馬
場
）

《
全
員
賛
成
》

《
全
員
賛
成
》

《
全
員
賛
成
》
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特
別
職
の
報
酬
が

変
わ
り
ま
し
た

条例
改正

　

特
別
委
員
会
と
は
、
特
定
の
事
件
に
関
す
る
審
査
を
行
い
、
期

間
を
限
定
し
て
設
置
さ
れ
、
終
わ
る
と
消
滅
す
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
発
行
を
行
っ
て
い
る
議
会
広
報

特
別
委
員
会
は
、
定
例
会
ご
と
に
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
、
定
例

会
閉
会
後
も
編
集
作
業
を
継
続
し
て
行
う
な
ど
、
常
時
委
員
会
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
幅
広
い
活
動
を
行
う
た
め
に
は
常
時
設

置
の
常
任
委
員
会
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
運
営
委

員
会
よ
り
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

区
長
や
農
業
委
員
な
ど
、
特

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
額
が
、
開
催
実
態
に
応

じ
た
報
酬
額
に
見
直
さ
れ
た
条

例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
能
率
給
と
は

農
業
委
員
会
の
能
率

給
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
が

来
期
か
ら 

常
任
委
員
会
に

産
業
振
興
課
長　
能

率
給
と
は
、
活
動
の

成
果
に
対
し
て
、
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に

支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。
算
定

要
素
は
、
農
地
集
積
面
積
の
増

加
と
遊
休
農
地
面
積
の
減
少

で
、
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
国
か

ら
農
地
利
用
最
適
化
交
付
金
が

村
に
交
付
さ
れ
、
能
率
給
と
な

り
ま
す
。

問

答

旧 → 新
区長会長 月額 41,200 円 → 月額 41,800 円

区長 月額 35,500 円 → 月額 36,000 円

区長代理者 年額 32,000 円 → 年額 35,000 円

隣組長 年額 16,000 円 → 年額 17,000 円

監査委員  代表 月額 19,400 円 → 月額 21,000 円

農業委員会
会長 月額 36,500 円 →

基本給
月額 42,500 円 
能率給
40,000 円の範囲内で
村長が別に定める額

農業委員会
職務代理 月額 24,000 円 →

基本給
月額 30,000 円
能率給
40,000 円の範囲内で
村長が別に定める額

農業委員会
委員 月額 22,200 円 →

基本給
月額 28,200 円
能率給
40,000 円の範囲内で
村長が別に定める額

農地利用最適
化推進委員 ― →

基本給
月額 28,200 円
能率給
40,000 円の範囲内で
村長が別に定める額

公平委員会委
員 年額 9,300 円 → 日額 7,000 円

固定資産評価
審査委員会委員 年額 9,800 円 → 日額 9,800 円

宅地開発
審議会委員 年額 16,000 円 → 日額 7,000 円

○防衛施設周辺整備審議会、隣保館運営審議会委員、農業近代
　化資金貸付審査委員は近年実施実態がないため削られました。

しんとうむら

議会だより

《
全
員
賛
成
》

《
全
員
賛
成
》

発委
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土
木
費
な
ど
の

減
額
理
由
は

補
正
で
減
額
が
多
す

ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

28
年
度
予
算
の
見
積
り
が
甘

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

企
画
財
政
課
長　
大

き
な
減
額
要
因
は
、

公
共
工
事
の
入
札
で
、
設
計
額

よ
り
低
い
金
額
で
応
札
さ
れ
る

こ
と
な
ど
で
す
。
そ
れ
以
外
に

も
、
補
助
金
や
交
付
金
で
予
算

に
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
見
込

ん
だ
か
ら
で
す
。

寄
贈
者
へ
の
お
礼
は

ふ
る
さ
と
納
税
以
外
で

あ
っ
た
寄
付
金
20
万

５
０
０
０
円
は
寄
贈
者
よ
り
使

い
道
の
希
望
は
あ
り
ま
し
た
か
。

企
画
財
政
課
長　
特

段
条
件
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。お

礼
文
な
ど
の
対
応

は
し
た
の
で
す
か
。

企
画
財
政
課
長　
窓

口
持
参
の
方
と
県
外

の
方
で
す
の
で
後
ほ
ど
お
礼
状

を
差
し
上
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

電
気
料
の

減
額
の
理
由
は

農
業
用
水
維
持
管
理

費
の
電
気
料
１
８
３

０
万
円
の
減
額
で
す
が
、
今
な

ぜ
減
額
に
な
る
の
で
す
か
。

上
下
水
道
課
長　
東

電
使
用
料
の
う
ち
燃

料
調
整
費
が
大
幅
に
減
っ
て
い

る
の
と
、
長
岡
揚
水
機
場
で
必

要
量
が
揚
が
る
よ
う
に
イ
ン
バ

ー
タ
ー
運
転
に
変
え
た
こ
と
に

よ
る
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

　
一
般
会
計

補正
予算

陳情

問問

問

問

答

答

答

答

事　項 補正額

繰入金 91,437

村税 33,222

自動車取得税交付金 6,000

地方消費税交付金 △ 20,000

国庫支出金 △ 35,241

県支出金 △ 10,569

財産収入 △ 4,483

事　項 補正額

総　務　費 19,066

民　生　費 107,360

教　育　費 86,163

衛　生　費 △ 13,398

商　工　費 △ 2,226

土　木　費 △ 36,613

議　会　費 △ 200

件　名 提出者 結 果 賛 否

村道舗装工事
（北谷地４号線）

第４区 区長：新井春美
第５区 区長：青木孝男 採択 全員賛成

主な歳入予算補正	 単位千円 主な歳出予算補正	 単位千円

住宅横の未舗装道路

6226万4千円
増 額

村
税
が
３
３
２
２
万
円
増
収

　

今
回
の
補
正
予
算
の
内
容
は
事
業
費
の
確
定
ま
た
は
確
定
見
込
み
に
よ
る

増
減
額
で
す
。
そ
の
他
に
、
増
収
が
見
込
ま
れ
る
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
の
増
額
や
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
な
く
、
２
名
の
方
か
ら
寄
付
を

い
た
だ
い
た
寄
付
金
の
増
額
で
す
。
ま
た
、
目
的
を
果
た
し
た
基
金
の
残
額

を
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
、
他
の
基
金
に
積
み
立
て
る
内
容
で
す
。




